
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （　１組・３組・５組・７組：大伴一成　　） （　２組・４組・６組・８組：山本和正　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

イントロダクション

緯度・経度

時差

正角図・正距方位図・正積図

国家とその領域

日本の領域に関する問題

国家間の結びつき

主題図・グラフの見方

交通・通信

貿易・物流

観光

地形図

地理院地図

ＧＩＳ

変動帯とプレート

安定陸塊

河川がつくる地形

扇状地

扇状地・自然堤防の地形図判読

三角州

波・沿岸流による地形

離水海岸・沈水海岸

サンゴ礁＋環境問題

気候要素と気候因子

大気大循環

モンスーン（日本を除く）

気候区分・ハイサーグラフ

熱帯（自然環境＋農業＋諸問題）

乾燥帯（自然環境＋農業＋諸問題）

温帯（自然環境＋農業＋諸問題）

冷帯・寒帯（自然環境＋農業＋諸問題）

高山気候

日本の地形

日本の気候

ハザードマッププレゼン

風水害と防災

火山の噴火と防災

地震・津波と防災

１年間のまとめ

合計

70

16

定期考査
○ ○ 1

３

学

期

7 日本の自然災害と防災
・日本列島の地形と気候の特徴を主題図，グラフ，
写真などの資料をもとに，多様性や自然の恩恵があ
ることを認識しながら，自然災害を与える要素があ
ることを理解する。
・日本各地では毎年のように様々な自然災害が起き
ていることを理解するため，風水害，火山，地震・
津波，都市型の災害の具体的な事例について，新旧
の地形図，ハザードマップ，気象情報，電子地図な
どを利用する技能とともに捉える。
・自然災害はどのような自然環境と関係しているの
か，それに対する備えはどうすれば良いのか考え，
居住地域での防災・減災意識の向上につなげる。

【知識・技能】
日本の自然環境の特徴と生活文化との関わりを理解できたか。
日本列島における自然災害について具体的事例を通じて，災害の
しくみや特徴，地域性，防災への取り組み方や課題を理解できた
か。
地形図やハザードマップを活用し，防災と避難行動について考察
する技能を身につけることができたか。
【思考・判断・表現】
日本の自然環境と生活との関わりを主題図や写真から考察できた
か。
日本の自然環境の特徴を反映した自然災害が発生してきたことを
資料から読み取り，それをふまえて自然災害時の対策を考察でき
たか。
自らの生活圏の防災について，資料から適切に判断し，課題と避
難行動を協議できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然環境の特徴と自然災害とのつながりを意欲的に探究しようと
している。
GISなどを活用し，自然災害への対策を意欲的に探究しようとして
いる。
災害発生時の自助・共助・公助をふまえ，身近な地域で発生が予
想される場面を想定して，意欲的に対策を検討しようとしてい
る。

〇 〇 〇

12

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

6 気候と生活文化
・世界的な視野から大気や海流が循環するしくみを
捉え，地球上ではそれらの影響を反映した気候の地
域性が生まれていることを理解する。
・降水量と気温の特徴をふまえながら世界の気候を
ケッペンの気候区分から捉え，植生や農業などの
人々の生活文化に多様な影響を与えていることを理
解する。
・熱帯，乾燥帯，温帯，亜寒帯，寒帯の各気候は
人々の生活文化とどのような関わりをもつのか，ど
のような生活の工夫があるのか，写真や雨温図など
の資料から考える。

【知識・技能】
大気の大循環と海洋に起因した大気のしくみを理解できたか。
各気候の分布の特徴を理解できたか。
雨温図や写真から情報を抽出し，各気候と植生の対応や，それら
が関連した人々の生活の特徴を読み取り，整理できたか。
【思考・判断・表現】
世界規模の大気のしくみが人間生活に影響していることを資料を
もとに考察できたか。
気候の分布の規則性を気候区分図をもとに考察できたか。
写真などの資料をもとに，各気候により景観が異なることを捉
え，農業や生活への影響を考察できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
雨温図や写真の判読を通じて，世界各地の気候や生活文化の対応
について意欲的に探究しようとしている。
雨温図やハイサーグラフなどの気候資料の作成に意欲的に取り組
もうとしている。

〇 〇 〇

1

２

学

期

5 地形と生活文化
・世界の大地形の広がりがプレートテクトニクスに
もとづくプレート境界と関連し，変動帯に位置する
場所では山岳地域や高原を形成し，地震あるいは場
所によって火山を伴うことを理解する。
・河川，海岸などの外的営力による地形の形成とそ
の広がり，およびそれらの地形と対応した人々の生
活と地形を取り巻く環境の変化について，写真や地
形図などの資料を通して考える。

【知識・技能】
地形についての知識を身につけ，世界的視野から地形の分布の特
徴を捉えることができたか。
地形図から等高線や地図記号などを判読し，地形の特徴や土地利
用を捉えることができたか。
【思考・判断・表現】
世界の地形をプレートテクトニクスと関連づけ，世界の地形配置
と比較しながら考察できたか。
生活している地域の地形の特徴について，写真，地形図などから
捉え，人間生活との関連を考察できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
地形図や分布図，写真，模式図の読み取りに意欲的に取り組もう
としている。
地形図を用いた作業に意欲的に取り組み，地形と人間生活とのつ
ながりを捉えようとしている。

〇 〇 〇 15

定期考査

定期考査
○ ○

4 暮らしのなかの地図とGIS
・身近な地図を集め，それらの地図の特徴を捉え，
地図情報の有用性を理解する。
・地図情報を活用する方法として，紙地図と電子地
図としてのGISがあることを理解し，地理院地図や
地形図を通して認識する。
・GISが日常生活にも利用されている実例を捉え，
大量の地理情報を処理できるGISの特徴や利用方
法，そのしくみについて理解する。
・GISで作成した地図を重ね合わせ，地域の特徴を
分析する方法と技能を身につける。

【知識・技能】
GISの特徴や利用方法，そのしくみについて理解し，GISで作成し
た地図を重ね合わせ，地域の特徴を分析する方法を身につけた
か。
地理院地図やひなたGISなどインターネット上のGISの機能を利用
し，地理空間情報を活用できたか。
【思考・判断・表現】
身近な地図について，目的により表現方法に違いがあることが判
断できたか。
紙の地形図と電子地図の用途や活用について，地図の有用性の観
点からそれぞれの長所を考察できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
身の回りの地図に興味を持ち，意欲的に地図の知識を活用しよう
としている。
GISの作業に意欲的に取り組み，GISで作成した地図から地域の特
徴を分析しようとしている。

○ ○ ○ 5

1

3 国内や国家間の結びつき
・グローバル化が進む世界において，国家間の協調
や不均衡を理解するために，世界の実態を捉えるた
めの道具としての統計地図やグラフのつくり方を理
解する。
・交通・通信，貿易・物流，観光の視点から，人や
もの，情報，資本・サービスの移動のようすについ
て，統計地図やグラフなどの資料から読み取る技能
を身につける。
・グローバルな視点から持続可能な社会の形成のた
めに，資料を根拠として示しながら課題解決のため
の方策を多面的・多角的に考える。

【知識・技能】
人・モノ・情報の結びつきに関する知識を身につけたか。
統計資料から分布や変化などの特徴を見出す技能を身につけた
か。
主題に対して適切な統計地図を作成できたか。
【思考・判断・表現】
複数の統計地図を結びつけ，世界の結びつきや偏りについて考察
したことを説明できたか。
地図で示す主題によって統計地図の表現方法が異なることを考察
できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
統計資料を意欲的に読み取り，それを表現しようとしている。
統計地図の作成に意欲的に取り組もうとしている。

○ ○ ○ 7

【知識・技能】
世界地図の主な図法と利用について理解できたか。
国家の領域に関する知識を身につけ，日本の領土問題について歴
史的背景と空間的広がりを理解できたか。
【思考・判断・表現】
世界地図を図法の違いにより使い分けることができたか。
日本の位置と領域について世界的視野から捉え，日本の領域をめ
ぐる問題を考察できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な世界地図の違いに関心を持ち，資料などから様々な世界地
図の存在を知ろうとしている。
日本の領域に関する問題について，意欲的に探究し，海洋資源の
問題とともに考えようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１

学

期

1 球面上の世界
・地球上の位置情報の基礎として，球体としての地
球，緯度・経度の基本的なしくみ，地球上での位置
の示し方を理解する。
・経度の違いから時差の概念を捉え，日常生活にお
ける時差計算の技能を身につけ，球面として成り立
つ世界認識をもつ。

【知識・技能】
地球上での位置，太陽高度の変化，緯度経度のしくみ，時差の計
算について理解できたか。
【思考・判断・表現】
球体としての地球の観点から，図を活用して地球上の位置や時差
のしくみを捉え，説明できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
球体としての地球の把握に向け意欲的に探究し，作業や考察に取
り組もうとしている。

○ ○ ○ 4

2 日本の位置と領域
・図法によって異なる世界地図の特色を捉え，ス
ケール，視点，図法などを変化させながら，世界に
おける日本の位置を理解する。
・グローバルな立場から日本の領域を理解するため
に，国境や国家の領域の世界的な基準を捉えなが
ら，日本が抱える周辺諸国間との領有権の問題や海
洋資源の利用について考える。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識：地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防
災，地域や地球的課題への取組などを理解する。
技能：地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に
関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるよ
うにする。

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場
所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的相互依存作用，地域など
に着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的
な課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果
的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見ら
れる課題を主体的に追究，解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚，我が国の国土に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重
しようとすることの大切さについての自覚などを深める。

地理総合 世界に学び地域へつなぐ（二宮書店），新詳高等地図（帝国書院）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したり
する力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

八王子東 地歴公民 地理総合
地歴公民 地理総合 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （１組・４組・５組：島津　聡） （２組・８組：住司　憲史） （３組：杉本　克也） （６組・７組：湯浅　咲枝）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

1

合計

70

○ 8

H　単元　世界秩序の変容と日本
【知識及び技能】石油危機や冷戦体制の崩
壊、どの後の国際社会の課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】石油危機や冷
戦の終結がが国際社会にどのような形で影響
を与えたか、考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】グローバル化
の影響について、現代的な課題と関連させな
がら追究する。

世界秩序の変容と日本 【知識及び技能】石油危機や冷戦体制の崩壊、どの後の国
際社会の課題を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】石油危機や冷戦の終結がが
国際社会にどのような形で影響を与えたか、考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】グローバル化の影響につ
いて、現代的な課題と関連させながら追究している。

○ ○ ○ 4

３
学
期

G　単元　冷戦と世界経済
【知識及び技能】諸資料を比較検討して、冷
戦体制や高度成長の成り立ちや課題を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】表面化した冷
戦が国際社会にどのような形で影響を与え、
進展したのかについて考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】冷戦体制やそ
の中での日本社会の変容について、現代的な
課題と関連させながら追究する。

冷戦と世界経済 【知識及び技能】諸資料を比較検討して、冷戦体制や高度
成長の成り立ちや課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】表面化した冷戦が国際社会
にどのような形で影響を与え、進展したのかについて考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】冷戦体制やその中での日
本社会の変容について、現代的な課題と関連させながら追
及している。

○ ○

定期考査

○

15

定期考査
○ ○ 1

F 単元  経済危機と第二次世界大戦
【知識及び技能】様々な資料を活用して第二
次世界大戦前後の社会の変化や、戦後社会へ
の影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】全体主義の台
頭や、その帰結について諸資料を活用して考
察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】第二次世界大
戦前後の社会の変容関連させて問いを表現
し、追究する。

経済危機と第二次世界大戦 【知識及び技能】
様々な資料を活用して第二次世界大戦前後の社会の変化
や、戦後社会への影響を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
全体主義の台頭や、その帰結について諸資料を活用して考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦前後の社会の変容関連させて問いを表現
し、追究している。

○ ○ ○

○ ○ 1

1

２
学
期

E 単元 総力戦と社会運動
【知識及び技能】様々な資料を活用して第1
次世界大戦の展開や影響、大衆化が進展した
ことやその影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】第1次世界大
戦前後の社会や国際秩序の変化について諸資
料を活用して考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】大衆化や総力
戦に関連させて問いを表現し、追究する。

総力戦と社会運動
国際秩序の変化や大衆化に対する問い

【知識及び技能】
様々な資料を活用して第1次世界大戦の展開や影響、大衆
化が進展したことやその影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第1次世界大戦前後の社会や国際秩序の変化について諸資
料を活用して考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
大衆化や総力戦に関連させて問いを表現し、追究してい
る。

○ ○ ○ 15

定期考査

定期考査
○ ○

12

D 単元　近代化と現代的な諸課題
【知識及び技能】様々な資料を活用して現代
的な諸課題の形成に関わる近代化の歴史につ
いて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】学習内容と関
連させ「開発・保全」「対立・協調」「自
由・制限」について考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】学習した内容
や獲得した概念をもとに問いを追究する。

近代化と現代的な諸課題
問いの追究

D 単元
【知識及び技能】様々な資料を活用して現代的な諸課題の
形成に関わる近代化の歴史について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】学習内容と関連させ「開
発・保全」「対立・協調」「自由・制限」について考察
し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】学習した内容や獲得した概
念をもとに問いを追究している。

○ ○ ○ 3

C 単元　国民国家と明治維新
【知識及び技能】市民革命の展開を世界と日
本とを相互に関わらせながら理解する。
【思考力、判断力、表現力等】諸資料をもと
に市民革命による変化や日本の明治維新につ
いて共通点や相違点を考察し表現する。
【学びに向かう力、人間性等】主題に対して
問いを設定し、適切に追究する。

国民国家と明治維新 【知識及び技能】市民革命の展開や産業革命の影
響を世界と日本を関わらせながら理解している。
【思考力、判断力、表現力等】諸資料をもとに市
民革命による変化や日本の明治維新について共通
点や相違点を考察し表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】主題に対して問
いを設定し、適切に追究している。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

B 単元　1 結びつく世界と日本の開国
【知識及び技能】諸資料からアジア域内貿易
の状況と、貿易を通じての欧米諸国との経済
的つながりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】18世紀の日本
と世界の結びつきに着目して、日本がどのよ
うな形で世界と結びついていたのかを考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】・18世紀の中
国や日本と世界の結びつきが、その後の時代
にどのように変容するかなどの視点をもち、
その後の学習につなげる。

結びつく世界と日本の開国 【知識及び技能】諸資料からアジア域内貿易の状況と、貿
易を通じての欧米諸国との経済的つながりを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】18世紀の日本と世界の結び
つきに着目して、日本がどのような形で世界と結びついて
いたのかを考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】・18世紀の中国や日本と
世界の結びつきが、その後の時代にどのように変容するか
などの視点をもち、その後の学習につなげようとしてい
る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元　歴史の扉・近代化への問い
【知識及び技能】身近な諸事象が、日本や日
本周辺の地域および世界の歴史とつながって
いることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】「旅」を題材
に近代化、国際秩序の変化や大衆化、グロー
バル化などの歴史の変化と関わらせて考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】身近な題材に
対して自ら「問い」を立て、歴史との関連を
追究する。

歴史の学び方
問いの立て方
資料の活用

【知識及び技能】身近な諸事象が、日本や日本周辺の地域
および世界の歴史とつながっていることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】「旅」を題材に近代化、国
際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの歴史の変化と
関わらせて考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】身近な題材に対して自ら
「問い」を立て、歴史との関連を追究しようとしている。 ○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とそ
のなかの日本を広く相互的な視野から捉え、現代的な諸課題の
形成に関わる近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関するさまざまな情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、
時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想した
りする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究、解決しようとする態度を養
うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国
や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深
める。

山川出版社『現代の歴史総合　みる・よみとく・考える』

地歴公民

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。
地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想した
りする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

八王子東 地歴公民 歴史総合
地歴公民 歴史総合 2



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （1組・３組・5組・7組：野口慧　）（２組・4組・６組・８組：杉本克也　）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

合計

70

定期考査
○ ○

・近代国家の成立と国民
・近代の諸課題と大衆社会の成立
・日本国憲法体制と現代社会

【知識・技能】近代国家の成立と国民の誕生の経緯について理解し
ている。
【思考・判断・表現】近代の諸課題と大衆社会の成立にともなう社
会の変容やその原因について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】日本国憲法体制と現代社会の課題
について歴史的経緯をもとに考察している。

○ ○ ○ 6

1

３
学
期

H　近世社会の成立と展開
①中世後期から近世社会の成立経緯を理解する。
②諸社会集団の特徴と連続面について考察する。
③近世社会の変容と江戸時代の経済との関係につい
て考察する。

・室町時代の社会
・近世社会の成立
・江戸時代の政治と社会経済

【知識・技能】中世後期から近世にかけての社会の変容過程、社会
の構造について理解している。
【思考・判断・表現】資料をもとに武士や百姓身分の確立や、変容
について考察している。
【主体的に学習に取り組む態度】中世から近世への変容や諸課題に
ついて、根拠をもとに説明しようとしている。

○ ○ ○ 6

G　近現代の社会と特徴
①近代国家の成立と国民の誕生の経緯について理解
する。
②近代の諸課題と大衆社会の成立にともなう社会の
変容やその原因について考察する。
③日本国憲法体制と現代社会の課題について歴史的
経緯をもとに考察する。

定期考査
○ ○

・鎌倉幕府の成立
・承久の乱
・モンゴル襲来

【知識・技能】源平争乱から鎌倉幕府の成立過程、幕府と朝廷の二
元的支配構造、封建制度の成立などについて理解している。
【思考・判断・表現】武家と公家の関係の変化が土地の支配に及ぼ
した影響を考察し、根拠を明確にして表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】宋・元などユーラシアとの交流と
経済や文化への影響について、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 15

1

２
学
期

F  中世社会の始まりと院政
①院政期前後の土地支配形態を踏まえて、院政期の
政治・経済・社会・文化を理解する。
②政治の動向、国際関係・経済・文化への対応を踏
まえて、平氏政権の特性について考察する。
③古代から中世への変化について考察し、時代を通
観する問いを表現する。

・院政
・平氏政権

【知識・技能】貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸資料か
ら得られる情報を適切かつ効果的に調べてまとめ、古代から中世の
国家・社会の変容を理解している。
【思考・判断・表現】武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に
至る変化を考察し、歴史における土地の支配や所有がもつ意味につ
いて多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】中世社会の特色について多面的・
多角的に考察することを通じて、時代を通観する問いを表現し、追
究しようとしている。

○ ○ ○ 12

G　鎌倉幕府の成立と展開
①鎌倉幕府が東国の地方政権から全国的な武家政権
に成長していく過程を理解する。
②承久の乱にともなう公武関係の変化に着目して、
将軍独裁体制から執権政治の確立に至る過程を理解
する。
③モンゴル襲来による政治・経済・文化への影響
が、幕府の衰退につながっていくことを理解する。

定期考査
○ ○

6

E 単元　古代国家の変容と中世の始まり
①藤原氏による摂関政治の成立過程と政治運営への
影響について考察する。
②地方の反乱やその鎮圧など、武士の成長過程につ
いて、源氏などを例にとって考察する。

・摂関政治の成立
・地方政治の乱れと武士の台頭

【知識・技能】藤原北家が権力を掌握していく過程を資料から読み
取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を理解している。
【思考・判断・表現】文献資料を活用して、国司の支配の変容と公
領の変質、荘園の発達を踏まえて地方支配の状況を考察し、根拠を
示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】平安時代の政治の在り方と文化と
の関係を考察することを通じて、そのつながりを見出そうとしてい
る。

○ ○ ○ 8

D  単元　律令国家の成立と展開
①律令にもとづく国内統治体制について理解する。
②平城京における政治動向について、土地政策も含
めて考察する。
③平安前期を中心とした古代国家の推移について、
東北経営や政治改革、地方統治の変容を踏まえて、
律令体制の変質を考察する。

・律令国家の成立
・平城京の時代
・平安京と律令政治の修正

【知識・技能】隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響に着目
して、東アジア情勢の変容と政治の関係、律令体制の成立過程など
を理解している。
【思考・判断・表現】文献資料をもとに、藤原氏を中核とする政治
抗争の進展と墾田永年私財法にみられる土地制度の変容を関連づけ
て考察し、根拠を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】東アジアとの関係の変化や社会の
変化を考察することを通じて、文化とのつながりを主体的に追究し
ようとしている。

○ ○ ○

1

D 単元　飛鳥の朝廷
①ヤマト政権の権力争いや大陸文化の摂取に着目し
て、飛鳥時代を考察する。
②飛鳥文化に世界の諸地域の文化の影響がみられる
ことを理解する。

・飛鳥時代の政治
・飛鳥文化

【知識・技能】推古天皇・厩戸王・蘇我馬子による政権運営や飛鳥
文化の特色について、中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して
理解している。
【思考・判断・表現】仏教の受容や遣隋使の派遣などの大陸との交
流について、資料をもとに考察した結果を、根拠を示して表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】中国大陸・朝鮮半島との関係など
に着目して、推古朝の政治や文化の展開についての課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○ 4

定期考査
○ ○

2

C  単元　古墳文化の展開
①地域の首長の出現から統一国家に至る過程を、古
墳の変容からとらえる。
②ヤマト政権による国家の形成過程について、東ア
ジア世界との関係を踏まえて考察する。
③古墳時代後期から終末期の変容と、ヤマト政権の
政治制度を理解する。

・古墳文化 【知識・技能】国家の形成と古墳文化について、中国大陸・朝鮮半
島との関係に着目して、小国の形成過程や古墳の特色を理解してい
る。
【思考・判断・表現】中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石
文、小国の王墓の副葬品などをもとに、中国大陸・朝鮮半島との交
渉がもつ意味や、小国の形成過程について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】中国大陸・朝鮮半島との関係など
に着目して、小国の形成について考察することを通じ、古墳文化の
展開とのつながりを見出そうとしている。

○ ○ ○ 3

B 単元　農耕社会の成立
①大陸からの稲作伝播の様子や地域性の顕著な道具
の分布を踏まえて、弥生文化の形成を考察する。
②集落・墓の変容から富の蓄積を理解し、小国が形
成される過程を東アジア世界との交流と関連づけて
考察する。
③原始社会の特色についての考察を踏まえ、時代を
通観する問いを表現する。

・弥生文化
・小国の分立と邪馬台国

【知識・技能】水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の社会に
与えた影響を理解し、弥生土器などの出土品から得られる情報を収
集して読み取る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】小国の形成から邪馬台国などの小国の連合に
ついて、環濠集落や武器の出現、「魏志」倭人伝などの文献資料に
もとづき、国内外の情勢を踏まえて多角的に考察した結果を、根拠
を示して表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】日本列島における農耕社会の特色
とともに、国家の形成につながるような社会構造の変化について考
察することを通じて、弥生文化の特色を明らかにしようとしてい
る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元 文化の始まり
①人類文化の発生を考え、日本列島における旧石器
文化・縄文文化の時代の社会を理解する。
②打製石器・磨製石器・縄文土器の発掘、竪穴住居
の状況など考古学の成果によって教科書の叙述が成
り立っていることに気づく。

・人類文化の発声
・旧石器時代
・縄文時代

【知識及び技能】日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と
変容を、自然環境の変化や大陸との影響に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】黒曜石などの考古資料をもとに、集
落・風習・食生活の変化などを踏まえて旧石器文化・縄文文化の社
会について考察し、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】黎明期の日本列島の歴史的環境と文
化の形成について考察することを通じて、旧石器文化や縄文文化の
特色を明らかにしようとしている。

○ ○ ○ 4

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

日本史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界
の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているととも
に、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色など
を、時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着
目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみら
れる課題を把握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したこと
を効果的に説明したり、それらをもとに議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国
民としての自覚、我が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化
を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

詳説日本史探究(山川出版社)

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける
ようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したり
する力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

八王子東 高等学校 令和7年度（２学年用）　　教科　地理歴史 日本史探究
地理歴史 日本史探究 2



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（2学年用）　　 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： 7組 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

73

8

Ｈ 単元
【知識及び技能】世界の変容と新たな
地球的課題と世界史
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　世界の変容と新たな地球
的課題と世界史
・教材　教科書・資料集･プリント・映
像・スライド
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

8

合計

３
学
期

G 単元
【知識及び技能】グローバル化と地球
的課題
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　グローバル化と地球的課
題
・教材　教科書・資料集･プリント・映
像・スライド
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

・指導事項　一体化していく世界
・教材　教科書・資料集･プリント・映
像・スライド
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

12

1

２
学
期

E 単元
【知識及び技能】地球規模での交易の
拡大
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　地球規模での交易の拡大
・教材　教科書・資料集･プリント・ス
ライド・地図
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

15

F 単元
【知識及び技能】一体化していく世界
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

定期考査
○ ○

8

Ｄ 単元
【知識及び技能】諸地域の交流と再編
への問い
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　諸地域の交流と再編への
問い
・教材　教科書・資料集･プリント・ス
ライド・地図
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

○ ○ ○ 7

C 単元
【知識及び技能】アジア、中央ユーラ
シア、アフリカ、
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　アジア、中央ユーラシ
ア、アフリカ等
・教材　教科書・資料集･プリント・ス
ライド・地図
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ 1

B 単元
【知識及び技能】諸地域の歴史的特質
への問い
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　諸地域の歴史的特質への
問い
・教材　教科書・資料集･プリント・ス
ライド・地図
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】世界へのまなざし
古代文明
【思考力、判断力、表現力等】自然環
境と生活･文化との関連性
【学びに向かう力、人間性等】文化の
多様性について理解を深める。

・指導事項　先史　古代文明
・教材　教科書・資料集･プリント・ス
ライド・地図
・一人１台端末の活用

【知識・技能】各地域の文化的特色や多様性、諸事
件の展開についての正確な知識を身につけ、現代的
な課題の起源との関わりを理解している。諸資料か
ら様々な情報を正確かつ的確に読み取り、諸課題の
解決に資している。【思考・判断・表現】世界史に
関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確な史料批
判を踏まえて行うことが出来る。またそれを的確に
論理的に叙述し、説明することが出来る。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

世界史探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

知識：各地域の文化的特色や多様性、諸事件の展開に
ついての正確な知識を身につけ、現代的な課題の起源
との関わりを理解する。技能：諸資料から様々な情報
を正確かつ的確に読み取り、諸課題の解決に資する。

世界史に関わる事象の因果関係、歴史的意義を正確
な史料批判を踏まえて行うことが出来る。またそれ
を的確に論理的に叙述し、説明することが出来る。

過去の歴史を学ぶことによって、現代の世界の成り
立ちを理解し、文化的な多様性に理解ある人間性を
身につける。歴史緒的考察を踏まえた上で、現代の
諸課題に積極的に取り組み自ら歴史に参加する姿勢
を目指す。

東京書籍『世界史探究』

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】  現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想した
りする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

（1組･3組･5組･7組） :住司憲史 （2組･4組･6組･8組） 8組）:近江屋篤志）

八王子東 地理歴史 世界史探究
地理歴史 世界史探究 2



年間授業計画

高等学校 令和７年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者： （　1・2・3　組：湯浅　　　　）） （　4・5　組：安久津　　　　） （　6・7・8　組：山倉　　　　））

使用教科書： （ 東京書籍「公共」 ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

D 民主政治と私たち
1）地方自治や国の統治機構について、現
実の課題と対照しながら、多面的・多角
的に考察し理解する。
2）民意を反映する選挙について、主体的
に考察し理解する。

○ ○ 1

C 公共的な空間における基本原理
　－私たちの民主的な社会
1）民主主義、法の支配と立憲主義などの
意義とそれらを実現するうえでの課題に
ついて、多面的・多角的に考察し、理解
する。
2）日本国憲法の基本原理について理解す
る。

◎指導事項
・民主主義の原理
・法の支配
・立憲主義
・日本国憲法の原理
◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

○ 1

合計

１
学
期

○ ○ 7

定期考査

B 公共的な空間における人間としての
　在り方生き方―共に生きるための倫理
1）功利主義や義務論などの考え方を活用
して、生命倫理や環境倫理について多面
的・多角的に考察し理解する。
2）人間としての在り方・生き方について
先哲の思想を基に考察し理解する。

◎指導事項
・功利主義
・義務論
・現代の倫理的課題（生命倫理・環境倫理）
・先哲の思想

◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
現代の諸課題について判断し選択する際の手がかりとなる
功利主義や義務論などの考え方を活用して，生命倫理や環
境倫理について多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
功利主義や義務論などの考え方を活用して，現代の諸課題
について主体的に追究している。

○

定期考査 ○

○ ○ 13

A 公共的な空間をつくる私たち
　―社会のなかの自己
1）青年期の特徴と自己形成の課題につい
て、多面的・多角的に考察し理解する。
2）人間のあり方について，社会を構成す
る存在として、主体的に考察し理解す
る。

◎指導事項
・青年期と自己形成
・社会的な存在としての人間

◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
青年期の特徴と自己形成の課題，社会的な存在としての人
間のあり方について，多面的・多角的に考察し，表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
青年期の特徴と自己形成の課題，社会的な存在としての人
間のあり方について，自分自身の課題としても捉え，主体
的に追究している。

○ ○ ○ 6

70

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
公共的な空間における基本的原理である民主主義，法の支
配と立憲主義などの意義とそれらを実現する上での課題に
ついて，多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
公共的な空間における基本的原理である，民主主義，法の
支配と立憲主義などの意義とそれらを実現する上での課題
について，主体的に追究している。

○

公民 公共 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手
がかりとなる概念とともに，諸資料から，倫理的主
体、主権者として活動するために必要となる情報を、
適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手が
かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理
を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正
に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れな
がら構想したことを議論する力を養う。

公民

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて公正に判断した
りする力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養い，多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民主権を担う公民として，平和と繁栄を
図ることの大切さについての自覚などを深め、主権者としてのシティズンシップを養う。

1

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理解するととも
に，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会
に生きる人間としての在り方生き方についての自覚
や，主権者としてのシティズンシップを養う。

【学びに向かう力、人間性等】

公民 公共

公共

【 知　識　及　び　技　能 】

八王子東

定期考査 ○ ○

◎指導事項
・地方自治
・統治機構
・選挙
◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
政治と民主主義，統治機構、政治のしくみや運用にかかわ
る課題について，民主政治の実現の観点から多面的・多角
的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
政治と民主主義，統治機構，政治のしくみや運用にかかわ
る課題について，民主政治の実現の観点から主体的に追究
している。

○ ○ ○ 13

5

F 経済社会で生きる私たち
1）経済主体、市場経済のしくみ、経済循
環について、多面的・多角的に考察し理
解する。

◎指導事項
・経済主体
・市場機構
・経済循環
◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
経済主体，市場経済のしくみ、経済循環などについて、多
面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済主体，市場経済のしくみ、経済循環などについて、主
体的に追究している。

〇 〇 〇 8

E 法の働きと私たち
1）法や規範の意義、司法のしくみと司法
参加の意義について、多面的・多角的に
考察し理解する。
2）契約や消費者問題について、民法上の
成年になることを踏まえ、主体的に考察
し理解する。

◎指導事項
・法の役割
・司法のしくみと役割
・司法参加
・多様な契約と消費者問題
◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
法や規範の意義と役割，司法のしくみと司法参加の意義な
どについて，多面的・多角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
法や規範の意義と役割，司法のしくみと司法参加の意義な
どについて，主体的に追究している。

○ ○ ○

1

1定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

8

G 国際社会のなかで生きる私たち
1）国際連合の役割と国際社会の諸課題に
ついて、多面的・多角的に考察し、表現
する。

・指導事項
　国際社会のなかで生きる私たち
・教材
　教科書、資料集、ワーク、各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
国際連合の役割や国際社会の諸課題について，多面的・多
角的に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際連合の役割や国際社会の諸課題について，主体的に追
究している。

〇 〇 〇 5

３
学
期

F 経済社会で生きる私たち
1）国民所得と物価、金融のしくみと働
き、財政の働きと課題について、多面
的・多角的に考察し理解する。

G 私たちの職業生活
2）労働法や労働に関する諸課題につい
て、主体的に考察し、理解する。

◎指導事項
・国民所得と経済指標
・物価
・金融
・財政
・労働法と諸課題
◎教材
　教科書、資料集、プリント、ワーク
　各自端末

【知識・技能】
様々な資料から，必要な情報を適切かつ効果的に収集し,
読み取り,まとめている。
【思考・判断・表現】
国民所得と経済成長，金融のしくみと働き，財政の働きと
課題、労働に関する諸課題などについて、多面的・多角的
に考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民所得と経済成長，金融のしくみと働き，財政の働きと
課題、労働に関する諸課題などについて、主体的に追究し
ている。

〇 〇 〇


